
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資

資料

127

用語の説明

資料 

 

 

7 

 



資料 

128 

 

用語の説明

 

明 

 

 



用語の説

本文中で「※

 
●ア行 

 

芦屋国際文化

昭和 25 年

布された法律

国人の居住に

定住を図り，

ている。現在

昭和 26年３

 

芦屋市住み

この条例は

基盤となる住

なる事項その

業者等，建築

とによって，

的とする。平

 

芦屋庭園都市

芦屋は，

文化性にあふ

史あるまちの

界中の人々が

を目指すた

16年１月１

 

芦屋庭園都市

芦屋庭園都

民が協働して

によって五つ

 

芦屋ブラン

芦屋市の

から生まれ

化，ライフス

説明   

※」のついて

化住宅都市建

年に国会で可

律。芦屋市を

にも適するよ

，国際文化の

在の総合計画

３月３日法律

よいまちづく

は，市民が健

住環境の保全

の他必要な事

築主等及び市

，住みよいま

平成 12年５

市宣言 

山・川・海に

ふれたまちと

の美しいまち

が一度は芦屋

め，「芦屋庭

日宣言。 

市アクション

都市宣言に基

て行なう事業

つのプログラ

ド 

山と海に囲ま

る個性あるま

スタイルのこ

   

ている用語の

建設法 

可決され，住

を国際文化住

ように建設し

の向上と経済

画の理念の基

第８号。 

くり条例 

健全で快適な

全及び育成に

事項を定め，

市民の責務を

まちの実現に

月１日施行。

に恵まれた自

として発展し

ちづくりをさ

屋を訪れてみ

庭園都市」を

ンプログラム

基づく取り組

業。市民との

ラムが提案さ

まれた緑豊か

まちづくりや

こと。 

説明です。

民投票を経て

宅都市として

，外客の誘致

復興を目的と

基礎となってい

生活を営む上

ついて，基本

市，宅地開発

明らかにする

資することを

 

然環境のもと

てきた。この

らに進めて，

たいと思うま

宣言する。平

 

組みとして市と

ワークショッ

れた。 

な優れた住環

魅力，芸術や

て公

て外

致と

とし

いる。

上で

本と

発事

るこ

を目

と，

の歴

世

まち

平成

と市

ップ

環境

や文 

 

 

 

アイ

明

し出

 

アイ

光

酸化

る割

保全

要な

ドリ

 

アク

接

点か

 

芦屋

こ

事項

図る

を含

屋外

８年

 

芦屋

市

ック

民活

よる

例。

 

アド

行政

組し

度の

イデンティテ

明確な存在意

出すことによ

イドリングス

光化学スモッ

化物）の排出

割合は約 60％

全と創造に関

なアイドリン

リング放置に

クセシビリテ

接近性。交通

から目的地ま

屋市都市景観

この条例は，

項を定め，緑

ることを目的

含む良好な景

外広告物，大

年 10月１日施

屋市市民参画

市政に対する

クコメント等

活動等への支

る住み良いま

平成 19年４

ドプト事業

「アドプト」

政と市民や市

し，市民団体

のこと。 

ティ 

意識。主体性。

って，都市の

ストップ運動 

グや酸性雨の

出量のうち，自

％に上るため

関する条例」に

ングを禁止する

については，罰

ティ 

通機関や道路等

での移動利便

観条例 

芦屋市の景観

緑ゆたかな美し

的とする。この

景観の形成及び

大規模建築物等

施行。 

画及び協働の推

市民の参画を

等の手法などを

支援を盛り込み

ちづくりを目

４月１日施行

とは，「養子

市民団体との間

体の皆さんに維

。都市の個性

の存在意義を

の原因となる

自動車の排出

め，兵庫県で

によって，自

るとともに，

罰則規定を設

等の整備によ

便性や効率性

観の形成に関

しいまちづく

の条例によっ

び保全を行う

等の審査等を

推進に関する

を推進するた

を定め，協働

み，市民及び

目的として制

行。 

子にする」と

間で公園や道

維持管理して

資料
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性や特徴を醸

を示すこと。

る NOx（窒素

出ガスが占め

では「環境の

自動車の不必

悪質なアイ

設けている。

よる，ある地

性をさす。 

関する必要な

くりの実現を

って，建築物

うとともに，

を行う。平成

る条例 

ため，パブリ

働の拠点と市

び市が協働に

制定された条

という意味で，

道路を養子縁

ていただく制

 

 

9 

 

，
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アメニティ 

 生活環境や

こと。快適で

まりとともに

されていない

感覚的にも

都市環境が求

 

雨水浸透桝 

 雨水を地

を充填するな

地中に浸透

地下水のかん

 

雨水透水管 

 雨水を地

孔を開け，そ

水した雨水

するとともに

果がある。 

 

ウォーター

海・川・湖

業や港湾施設

水に接せられ

の場として，

し活用されて

 

エコ・ライ

人と環境

くりのこと。

 

ＮＰＯ（Non

 民間非営利

齢者支援，災

体など様々な

 

オープンスペ

公園・緑地

明 

や職場環境な

で魅力ある都

に，人々を取

いだけでは不

「清々しくて

求められてい

中へ浸透させ

などして，集

させる。雨水

ん養や湧水の

中へ浸透させ

その周りに砕

を地中に浸透

に，地下水の

フロント 

湖などに面す

設が占めてい

れる都市部に

，ショッピン

ている。 

フ・ミュージ

とのすこやか

。（芦屋市環

n Profit O

利組織の略。

災害ボランテ

な分野で活動

ペース 

地，広場，河

などの快適性

都市生活環境

取り巻く環境

不十分であり

て気持ちよい

いる。都市ア

せるため，ま

集水した雨水

水の流出を抑

の保全にも効

せるため，雨

砕石を充填す

透させる。雨

のかん養や湧

する水際の地

いたウォータ

に残された貴

ングモールや

ジアム 

かな関わりを

環境基本計画

Organizatio

市民による

ティア活動や

動する組織が

河川，農地な

性。居住性が良

境。環境意識の

境について，汚

，より快適で

」と感じられ

メニティ。

すの底面に砕

をその底面か

制するととも

果がある。

水配管の周囲

るなどして，

水の流出を抑

水の保全にも

地帯。従来，倉

ーフロントを

重なアメニテ

居住地等に転

重視したまち

画） 

n） 

まちづくりや

自然環境保護

ある。 

ど建物によっ

良い

の高

汚染

で，

れる

砕石

から

もに，

囲に

集

抑制

も効

倉庫

を，

ティ

転用

ちづ

や高

護団

って

覆わ

うち

たも

 

 

●カ

 

海洋

海

のス

な自

 

開発

 開

作物

の変

 

環境

地

から

性」

満た

営繕

に抑

含ま

境や

めら

 

環境

地

り組

具体

用す

負荷

 

環境

環

55デ

 

われていない

ち，道路用地

ものを総称し

カ行 

洋性レクリエ

海浜や河口に

スポーツや，

自然とのふれ

発行為 

開発行為とは

物の建設の用

変更をいう。

境共生住宅

地球温暖化防

ら，「地球環

，「居住環

たす住宅。企

繕，廃棄など

抑えるため，

まずリサイク

や景観と調和

られる。 

境低負荷型建

地球温暖化，

組むための，

体的には，省

する方法や，

荷低減のため

境基準 

環境基本法に

デシベル，夜

い土地，あるい

地，鉄軌道用地

していう。  

エーション 

において，海水

海辺の散策な

れあいを興ずる

は，主として建

用に供する目的

 

防止等の地球環

環境の保全」

環境の健康・快

企画・設計，材

どの各段階にお

自然エネルギ

ル可能な建材

和した設計・デ

建築物 

公共用水域の

環境に対する

省エネルギー性

節水型設備や

めの処置が施さ

に示された騒

夜間 45デシベ

いは敷地内の

地などの交通

水浴やヨット

など，水に親

るレクリエー

建築物の建築

的で行う土地

環境保全を促

，「周辺環

快適性」の３

材料調達，建

おける環境負

ギーの活用，

材の使用，周

デザインの採

の保全，ゴミ

る負荷の小さ

性能の高い断

や高性能浄化

されている建

騒音基準。住

ベル。 

の空地などの

通用地を除い

ト，ボート等

親しみ，豊か

ーション。 

築又は特定工

地の区画形質

促進する観点

環境との親和

３つの要件を

建築，使用，

負荷を最小限

有害物質を

周囲の自然環

採用などが求

ミ問題等に取

さい建築物。

断熱建材を使

化槽等，汚濁

建築物。 

住居系で昼間

 



環境ロード

料金に格差

響の少ない湾

誘導するこ

渋滞や大気汚

ることを目的

 

協働 

「芦屋市市

において，

ついて，それ

重し，補完

ていることか

づき用いてい

 

近郊緑地保全

 「近畿圏

42 年）」に

近郊にあって

全することに

の確保等の効

る宅地の造成

ては知事に届

 

旧山邑家住宅

20 世紀最

（FRANK LLO

住宅建造物。

テル建設の

年（大正７年

が，ライトが

ライトが帰国

て建設された

（1924 年）

帝国ホテル

わが国での住

わが国での

宅であった。

この山邑家住

プライジング

差を設けるこ

湾岸部などに

と。住宅地域

汚染などを緩

的とする。 

市民参画及び

「協働」は

れぞれの役割

し，協力する

から，本マス

いる。 

全区域 

圏の保全区域

に基づいて指

て，良好な自

によって得ら

効果が著しい

成や木竹の伐

届出が必要。

宅 

最大の建築家

OYD WRIGHT）

。この住宅は

目的で来日し

年）に，山邑

が滞在中には

国後，彼の高

た。棟札によ

に上棟式がお

ルが有名であ

住宅設計業績

12 件の業績

。現在，創建

住宅のみであ

グ 

ことで，住宅

に大型車を中

域への交通の

緩和して，沿

び協働の推進

「市民及び市

割と責務を自

ることをいう

スタープラン

の整備に関す

指定される。既

自然の環境を

られる住民の

い区域で，当

伐採などの一

 

家，フランク

設計の日本

は，大正年間

したとき設計

邑家の別邸と

は工事はおこ

高弟，遠藤新

よると大正 1

おこなわれた

あり過ぎたた

績は従来疎ん

績の半数に当

建時の姿を留

あり，それだ

地域から環境

心とした車両

集中による交

道環境を改善

に関する条例

市がまちづくり

覚し，互いに

。」と規定さ

はこの規定に

する法律（昭

既成市街地等

有する緑地を

健全な生活環

該区域内にお

定の行為につ

クロイドライ

本国内での代表

ライトが帝国

計したもの。1

して設計され

なわれなかっ

新や南信らによ

3 年２月 11

た。 

めか，ライト

じられてきた

たる６件は，

めているのは

けに住宅作家

境影

両を

交通

善す

例」

りに

に尊

され

に基

昭和

等の

を保

環境

おけ

つい

イト

表的

国ホ

1918

れた

った。

よっ

1 日

トの

たが，

住

は，

家と

して

きる

 

景観

都

るた

等の

計画

ため

を講

法律

 

景観

景

出

の長

他の

がで

 

景観

市

都市

観地

景

当該

る建

市町

年７

 

下水

 下

れい

り，

水を

活を

 

建築

市

き関

てのライトの

る唯一の遺構

観法 

都市，農山漁

ため，良好な

の責務を定め

画区域，景観

めの規制，景

講ずる我が国

律。 

観計画区域

景観計画区域

・勧告による

長は，必要な

の意匠（形態

できる。 

観地区 

市町村は，市

市計画に，建

地区を定める

景観地区内で

該建築物の形

建築物の形態

町村長の認定

７月に市全域

水道 

下水道は，家

いにして海や

悪臭や害虫

を集めて流し

を行う上で重

築協定 

市町村の区域

関係権利者が

の作品を，体験

構ということに

漁村等における

な景観の形成に

めるとともに，

観地区等におけ

景観整備機構に

国で初めての景

域内の建築物

規制を行うと

な場合に建築物

態意匠）に関す

市街地の良好な

建築物の形態意

ことができる

で建築物の建築

形態意匠が景観

態意匠の制限に

定を受けなけ

域を景観地区に

家庭や工場から

や川に放流する

虫，伝染病など

し，まちを浸水

重要な都市施設

域の一部につい

が合意の下に建

験的に理解す

になる。 

る良好な景観

に関する基本

景観計画の

ける良好な景

による支援等

景観について

物等の建築等

とともに，景

物等の形態又

する変更命令

な景観を形成

意匠の制限等

る。  

築等をしよう

観地区の都市

に適合するこ

ればならない

に指定してい

ら出る汚水を

ることによっ

どの発生を防

水から守るな

設。 

いて，建築基

建築物の敷地
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することので

観の形成を図

本理念及び国

の策定，景観

景観の形成の

等所要の措置

ての総合的な

等に関して届

景観行政団体

又は色彩その

令を出すこと

成するため，

等を定める景

うとする者は，

市計画で定め

ことについて

い。平成 21

いる。 

を集めて，き

って環境を守

防ぐほか，雨

など，日常生

基準法に基づ

地・構造・用
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途・形態・意

  

建築デザイ

都市美創出

こと。地区特

建築の意匠や

ーンの調査

の都市デザイ

 

公園の種類 

 ①街区公園

つ。主として

る距離に配置

配置する。②

園のひとつ。

的とする公園

ら１万人程度

り１箇所とす

きるように

総合公園：主

散歩，レク

ための公園。

 

公共事業コス

 競争性が乏

共工事の工事

事で４％経費

 

高度化 

 建築物の高

の高さの最高

 

国際経済拠点

 阪神間都市

南芦屋浜地

る地区であっ

活性化に関す

第５条第３項

区をいう。 

明 

意匠などにつ

ンのコントロ

出のため，建

特性や眺望の

や色彩を検討

・研究を進め

インをコント

園：都市公園

て住区内に居

置する公園。

②近隣公園：

。主として近

園。小学校区

度の住区を一

する。近隣に

，面積２ha

主に一つの市

リエーション

。面積 10ha

スト縮減施策

乏しく，諸外

事費縮減のた

費を縮減する

高層化。「高

高限度を抑制

点地区 

市計画（芦屋

区計画で定め

って，産業の

する条例（平

項の規定によ

ついて定める

ロール 

建築物のデザ

のポイント，

討するなど，

めて，それを

トロールして

園のうち住区

居住する者が

面積 0.25h

：都市公園の

近隣に居住す

区を中心とす

一近隣住区と

に居住する者

を標準とし

市町の区域内

ン，スポーツ

以上を標準

策 

外国と比較し

ために，設計

るために計画

高度化の抑制

制する意味。

屋国際文化住

めた地区のう

の集積による

平成 14 年兵庫

より兵庫県知

協定。 

インを誘導す

道路パターン

基本的景観パ

基にして，地

て景観形成を図

基幹公園のひ

容易に利用で

a を標準とし

うち住区基幹

る者の利用を

る人口８千人

して，一住区

者が容易に利用

て配置する。

の市民が休息

などで利用す

として配置す

て高コストな

計段階で６％，

画されたもの。

」とは，建築

 

宅都市建設計

ち，規則で定

経済及び雇用

庫県条例第 20

事が指定する

する

ン，

パタ

地区

図る。 

ひと

でき

して

幹公

を目

人か

区当

用で

③

息，

する

する。 

な公

工

 

築物

計画）

定め

用の

0号）

る地

 

コミ

 植

ドラ

わゆ

歩行

防止

する

 

 

●サ

 

サギ

 湿

地下

け，

群生

に２

塊が

しい

 

潮芦

か

芦屋

芦屋

が平

る家

い，

状に

子園

干潮

ちの

 

潮芦

平成

「ま

子

間サ

ラン

ミュニティ道

植栽，車止め

ライバーがス

ゆる「歩車共

行者優先の道

止するととも

る。 

サ行 

ギスゲ 

湿原に生える

下に細く長い

草丈は 20～

生する。春早

２～５個程の

が青田の遠く

い。国内では

芦屋ビーチ（

かつて，その

屋浜。そして

屋浜の南西端

平成 15年春に

家族連れやビ

今では市民

に広がる砂浜

園球場の約３

潮時になると

の歓声を誘っ

芦屋プラン

成 12年 12 月

まちづくり基

・高齢化に対

サイズのまち

ンとして「南

道路 

め，ハンプ，カ

ピードを緩め

共存道路」とし

道路とすること

に，地区内に

カヤツリグサ

い根茎があり，

～30cm，まば

早く，株から

の小穂をつけて

に白鷺の立つ

は中部以北，北

（人工海浜） 

の美しさを「白

て，場所を遠く

端に，人工海浜

に誕生した。

ビーチバレーを

民の憩いの場と

浜は，長さ約 4

倍。その東端

貝やカニ，ヤ

ている。 

，兵庫県企業

基本条例」の基

対応した，安全

づくりに取り

南芦屋浜プラン

カラー舗装等

めてしまう構

して整備する

とによって，

に不要な通過

サ科の多年草

２～３枚の

らに生えて全

１本の花茎を

て花が咲く。

つ姿にも見え

北海道に分布

白砂青松」と

く南に移した

浜として『潮

夏には，水遊

を楽しむ若者

として定着し

400 メートル

端には，磯浜

ヤドカリなど

業庁において

基本理念を踏

全，安心で，

り組むための

ン」を策定し

等によって，

構造にし，い

る道路。 

交通事故を

過交通を抑制

草。植物体は

の針状葉を付

全体として

を立て，先端

白い綿毛の

えて，時に美

布している。

とうたわれた

たものの，南

潮芦屋ビーチ』

遊びに興じ

者らでにぎわ

している。扇

ル，広さは甲

浜が設けられ，

どが，子供た

て，兵庫県

踏まえ，少

魅力ある人

の整備戦略プ

した。また，

 

』

，



平成 15年３

で優雅な響

にブランド力

に決定した。

在の名称とな

 

市街化区域 

 都市計画法

として積極的

を形成してい

的かつ計画的

 

市街化調整区

 都市計画法

調整区域は市

域内では，農

画的開発な

して用途地域

する都市施設

 

市街地開発事

都市計画法

地区画整理事

造成事業，市

住宅街区整備

 

市民 

「芦屋市市

において，

する個人並び

いう。」と規

ランはこの規

 

シェルター 

バス停留所

 

人口集中地区

わが国の国

る概念で，人

３月には地域

きのある海水

力のある「芦

。平成 19年

なった。 

法に基づく都

的に開発・整

いる区域及び

的に市街化を

区域 

法に基づく都

市街化を抑制

農林漁業用の

どを除き開発

域を定めない

設は定めない

事業 

法第12 条第

事業，新住宅

市街地再開発

備事業の６事

市民参画及び

「市民」は

びに市内で活

規定されてい

規定に基づき

所などに付加

区(ＤＩＤ) 

国勢調査で昭

人口密度が 4

の愛称が公募

水を意味する

芦屋」をあわ

３月に時点修

都市計画区域

整備する区域

びおおむね 1

を図るべき区

都市計画区域

制すべき区域

の建物や，一

発行為は許可

いこととされ

いものとされ

１項各号に掲

宅市街地開発

発事業，新都

事業）。 

び協働の推進

「市内に在住

活動する法人

いることから

き用いている

加する小さな

昭和 35 年以

4,000 人／㎞

募され，柔ら

「潮」と全国

せて「潮芦屋

修正が行われ

域のうち，市街

域で，既に市街

0 年以内に優

域。 

域のうち，市街

域。市街化調整

定規模以上の

されず，原則

，市街化を促

ている。 

掲げる事業（

事業，工業団

都市基盤整備事

に関する条例

，在勤及び在

その他の団体

，本マスター

。 

屋根。 

降用いられて

㎞ 2以上の調査

か

国的

屋」

れ現

街地

街地

優先

街化

整区

の計

則と

促進

（土

団地

事業，

例」

在学

体を

ープ

てい

査区

が互

って

 

人口

市

10

住用

人口

シン

都

商店

置し

デザ

 

スト

街

るベ

よう

スカ

一

線を

市の

スカ

を調

 

スー

大

づく

敷地

整備

成熟

都

と個

 

成熟

戦

互いに隣接し

ている地区を

口フレーム

市街化区域の

年後の人口及

用地等の必要

口の目標値を

ンボルロード

都市や地方の

店街などが多

し，街路樹や

ザインコント

トリートファ

街頭を彩る家

ベンチや街路

うに彫刻やデ

カイライン

一般に，山・

をいうが，都

の建築物群が

カイラインを

調和させ，都

ーパーブロッ

大規模街区の

くりを進める

地内に一定の

備に効果があ

熟したまちづ

都市施設がほ

個性ある豊か

熟住宅地 

戦後建設され

して，その人

をいう。 

の規模は，都

及び産業の見

要面積を想定し

を人口フレーム

ド 

の顔となる街路

多い。シンボル

や沿道建築物の

ロールした街

ニチャー 

家具という意味

路灯，車止めな

デザインされた

建物など地上

都市景観を構成

がシルエット的

を整えることに

都市景観を優れ

ク 

のこと。大規模

ことで土地の

の空地が確保で

ある。 

づくり 

ほぼ整備され，

かさを目指すま

れた郊外型住宅

人口が 5,000

都市計画区域

見通しに基づ

して定める。

ムという。 

路。駅前通や

ルロードに中

の景観を配慮

街路が多い。

味で，道路や

など。都市景

たもの。 

上部分が空と

成する要素と

的に形成する

によって，都

れたものとす

模な街区形成

の高度利用が

でき，市街地

落ち着きと

まちづくりの

宅地の多くが

資料
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用語の説明

人以上とな

域のおおむね

づき必要な居

この市街地

や歴史の古い

中央公園を配

慮するなど，

 

や歩道に設け

景観に資する

と画する輪郭

としては，都

る線を指す。

都市の街並み

する。 

成によるまち

が図れるほか，

地の都市環境

と活力，文化

のこと。 

が均一な家族

 

 

3 

 

，
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用語の説明

形態等を反映

課題を持つに

化」した住宅

いて，年月

宅地がある。

に維持しつつ

ニティ活動の

成した新し

成熟住宅地

 

整備，開発及

 市街化区域

として，都市

は，①都市計

開発及び再開

的環境の保全

道及び河川の

針を定める

域の特性に応

防止または環

針④住宅建設

 

親水公園 

 河川や海岸

意図的に水に

 

 

●タ行 

 

第４次芦屋市

 将来の芦

（きずな）

発信するま

度から公募市

“私たちの計

している。計

平成 22年 1

 

 

明 

映して，現在

に至っている

宅地といえる

を積み重ねて

。これらの住

つ，世代交代

の蓄積や文化

さを醸し出し

という。 

及び保全の方

域及び市街化

市計画区域ご

計画の目標②

開発の方針④

全及び公共空

の整備方針⑦

ものとされて

応じて，①市

環境の改善の

設の方針を定

岸，池や湖な

に親しむこと

市総合計画 

芦屋のまちが

を育み、“新

ち」であるこ

市民 47 人で

計画”として

計画期間は平

12月策定。 

在ほぼ同時に

る。こうした

る。一方で，

て成長や成熟

住宅地では，

代を積み重ね

化活動等の展

している。こ

方針 

化調整区域に

ごとに定める

②土地利用の

④交通体系の

空地系統の整

⑦その他の公

ている。さら

市街地整備プ

の方針③都市

定めることと

などの水辺を

とを趣旨とし

、「自然とみ

新しい暮らし

ことを目指し

で構成する市

て市民と行政

平成 23 年度か

高齢化といっ

住宅地は「老

既成市街地に

を続けている

社会基盤を良

ながら，コミ

開によって，

れらの住宅地

関する都市計

方針。その内

方針③市街地

整備方針⑤自

備の方針⑥下

公共施設の整備

に，都市計画

プログラム②公

市防災に関する

している。

テーマとして

た公園をいう

みどりの中で

文化”を創造

て、平成 21

市民会議を実施

政との協働で作

から 32 年度ま

った

老朽

にお

る住

良好

ミュ

熟

地を

計画

内容

地の

自然

下水

備方

画区

公害

る方

て，

う。 

で絆

造・

1 年

施し、

作成

まで。

第３

 芦

平成

まえ

的魅

文化

の将

 

地球

地

度の

どに

って

要で

排出

 

地車

祭

町

る。

月の

 

地区

 都

きめ

築物

さわ

全す

 

低騒

 排

する

が拡

 

低未

有

い土

 

 

３次芦屋市総

芦屋国際文化

成７年１月 1

え，市民と行

魅力にあふれ

化住宅都市」

将来像にすえ

球温暖化 

地球の温暖化

の上昇や二酸

によって進む

ては，温室効

であり，特に

出抑制が最大

車（だんじり

祭礼の山車(だ

・西之町・精

江戸時代よ

の秋祭りで曳

区計画 

都市計画法に

め細かな計画

物の用途，形

わしい態様を

するために定

騒音舗装 

排水性舗装な

ることによっ

拡散され，騒

未利用地 

有効な用途で

土地や，空閑

総合計画 

化住宅都市建設

17 日の阪神

行政との協働の

れた「知性と気

の実現を目指

えている。平成

化は二酸化炭素

酸化炭素の吸収

むものと考えら

効果ガスの削減

にエネルギー消

大の課題となっ

） 

だし)のこと。

精道）と打出天

り曳き始めて

曳かれる。 

に基づき比較的

画（土地利用，

形態等）を定め

を整えた良好な

定められる。 

などのように，

て，路面とタ

騒音低下効果の

であるにもかか

閑地のまま存在

設法の理念を

・淡路大震災

の基に，個性

気品に輝く活

指すことを，

成 13年３月策

素等の温室効

収源である森

られている。

減や森林の保

消費に伴う二

っている。 

。三條，芦屋

天神社の五台

ており，歴史

的小規模の地

施設の配置

める制度。地

な環境の街区

空隙が多い

タイヤで発生

のある舗装。

かわらず活用

在している状

を基調とし，

災の教訓を踏

性豊かで都市

活力ある国際

まちづくり

策定。 

効果ガスの濃

森林の減少な

防止にあた

保全などが必

二酸化炭素の

屋神社（山之

台の地車があ

史は古い。10

地区を対象に，

置，規模，建

地区特性にふ

区を整備し保

い舗装を活用

生する走行音

 

用されていな

状態の土地。

 

，



ＴＤＭ（交

Management）

 道路渋滞，

車の相乗り，

流システムな

量の一時的集

すること。 

 

透水性舗装 

道路や歩道

上に降った雨

主に，都市部

水のかん養や

る効果があ

 

透水性舗装

 透水性舗装

ことを目的

(表層)の下に

浸透させるた

起こる下水

改善，地下水

 排水性舗装

能舗装との名

されている。

性舗装材等

路面に滞留す

溝等の排水構

水はねや水

ドロブレーニ

生する走行音

ある。 

 

道路の種類 

①自動車専

動車だけが通

路：都市拠点

路：各地区ま

補助（地区）

通需要マネジ

） 

，排気ガス問

，パーク・ア

などにより，

集中を解消す

道を間隙の多

雨水を地中に

部の歩道に利

や集中豪雨等

る。 

と排水性舗装

装は，雨水を

的とした舗装。

に浸透層を設

ため，設計許

や河川の氾濫

水のかん養等

装とは，排水

名で高速道路

。構造は，粗

(表層)の下に

する雨水を積

構造物へ排水

しぶきの緩和

ニング現象の

音が拡散され

専用道路：阪

通行できる道

点間を結ぶ道

または，主要

）幹線道路：

ジメント：T

問題等に対応

アンド・ライ

自動車交通

することで，

多い素材で舗

に浸透させる

利用されるこ

等による都市

装の違い 

を積極的に地

。構造は，透

設ける。水を

許容量を超え

濫の防止や植

等の効果があ

水を目的にし

路や幹線道路

粗くしたアス

に遮水層(不透

積極的に道路

水する舗装。

和による視認

の緩和や，路

れることによ

阪神高速道路

道路，②主要

道路，③都市

要な施設の間

：主要幹線道

raffic Dem

し，時差出勤

ド，効率的な

量の削減や交

道路交通を管

舗装して，舗装

舗装方法をい

とが多い。地

市型洪水を防止

地中に浸透させ

透水性舗装材

そのまま地下

た豪雨時など

植生･地中生態

る。 

た舗装で，高

等の車道で採

ファルトや排

透層)を設けて

の両側にある

走行車両によ

性の向上，ハ

面とタイヤで

る低騒音効果

などのように

（広域）幹線

市（地域）幹線

を結ぶ道路，

路や都市幹線

mand 

勤，

な物

交通

管理

装面

いう。

地下

止す

せる

材等

下に

どに

態の

高機

採用

排水

て，

る側

よる

ハイ

で発

果も

に自

線道

線道

④

線道

路で

つ道

を受

 

特別

よ

つい

別に

ため

区」

特別

 無

的

これ

 

都市

道

活動

設の

 

都市

 都

で文

とい

計画

範囲

 

都市

都

的と

の内

て必

法第

●ナ

で囲まれた区

道路，⑤区画

受け持つ道路

別景観地区

より良好な景

いて，市全域

に指定された

め，平成 22年

を指定して

別緑地保全地

無秩序な市街

・文化的な価

れらを残して

市施設 

道路，公園等

動を確保し，

の総称。 

市計画区域

都市計画を策

文化的な都市

いう都市計画

画法その他の

囲をいう。

市計画法 

都市の健全な

として，土地

内容，その決

必要な事項を

第 38号。 

ナ行 

区域内で発生，

画道路：街区内

路。 

景観の創造を図

域の景観地区

た景観地区。芦

年 11月１日に

ている。 

地区 

街地の広がりを

価値のある緑地

ていく事を目的

等，都市の骨格

良好な都市環

策定する場とも

市生活と機能的

画の基本理念を

の関連法令の適

な発展と秩序あ

地利用や都市施

決定手続及び都

を定めた法律。

集中する交

内に発生，集

図ることが必

区（H21.７.１

芦屋川沿岸の

に「芦屋川南

を防いでいる

地，動植物を

的とした地区

格を形成し，

環境を保持す

もいうべき区

的な都市活動

を達成するた

適用を受ける

ある整備を図

施設の整備な

都市計画制限

。昭和 44 年

資料
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用語の説明

交通を受け持

集中する交通

必要な場所に

指定）とは

の景観を守る

南特別景観地

る緑地，歴史

を育む緑地。

区。 

円滑な都市

するための施

区域で，健康

動を確保する

ために，都市

るべき土地の

図ることを目

など都市計画

限などについ

年６月３日，

 

 

5 
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用語の説明

ネットワーク

本計画では

あるいは都市

としている。

に張り巡ら

 

 

ノーマイカー

兵庫県で

自動車利用の

所へのマイカ

 

ノンステッ

高齢者等が

ので，在来型

低くして，ス

構造となって

 

 

●ハ行 

 

バッファゾー

自動車の通

出ガスなどに

を保全するた

防音壁などの

 

パートナー

ある関係

自覚し，お互

課題に取り組

 

バリアフリー

 高齢者や

的・精神的障

差の解消，

 

阪神間都市計

本市が阪神

明 

ク 

は，例えば道

市施設間の連

。ネットの本

されたものを

ーデー運動 

は，毎月20日

の自粛を広く

カー通勤の自

プバス 

が乗降しやす

型で85cmある

ステップをな

ているバス。

ーン 

通行などによ

による影響を

ために，道路

の工作物 

シップ 

を構成する各

互いの立場を

組む友好的な

ー 

や障がいのあ

障がいを取り

トイレの手摺

計画区域 

神間の連続し

道路や都市施

連携網といっ

本来の意味は

を表している

日をノーマイ

く呼びかける

自粛等を要請

すいバスとし

る車両の床面

なくし直接車

 

より発生する

を緩和し，後

路に沿って配

各主体が自ら

を尊重し合い

な関係や協働

る人の行動

り除いた環境

摺の設置など

した市街地に

設のつながり

た意味での使

「網」で、縦

。 

カーデーと

とともに，事

している。

て開発された

の高さを35c

車内に乗降でき

騒音，振動，

背地の居住環

配置された緑地

の責任と役割

ながら，共通

。 

・生活上の物

境。階段などの

。 

位置している

り，

使用

縦横

して，

事業

たも

cmと

きる

排

環境

地や

割を

通の

物理

の段

るこ

とか

画と

阪

尼崎

町の

 

ハン

 自

的に

 

ヒー

人

射熱

温線

 

ビオ

 特

条件

「緑

てい

環境

植物

空間

意味

 

保安

 森

崩壊

林で

採で

 

風致

 都

地，

む良

計画

定め

当該

は，

から，用途地

として兵庫県

阪神間都市計

崎市・伊丹市

の７市１町。

ンプ 

自動車の走行

に設けたふく

ートアイラン

人工物で覆わ

熱の放出によ

線が島状にな

オトープ 

特定の生物群

件を備えた地

緑」とは異な

いくことがで

境空間の創造

物・昆虫類・

間のこと。「

味する Tope と

安林 

森林法に基づ

壊の防備など

で，都道府県

できないなど

致地区 

都市の風致（

郷土的意義

良好な自然環

画法の規定に

める地域地区

該地区内での

都道府県知

地域においては

県が定めており

計画の関係市町

市・川西市・三

 

行速度を減速さ

らみ。 

ンド現象 

われた都市部な

り夜間も気温

なることからこ

群集が生存でき

地域のこと。

なり，あくまで

できるような生

造。池沼，湿地

両生類・ほ乳

「生物」を意味

とを合成した

づいて，水源の

どの目的を達成

県知事の許可を

どの取り決めが

（丘陵，樹林，

義のある土地，

環境のこと。）

に基づき，都道

区。但し，10ｈ

の建築物の建築

知事の許可が必

は広域的な阪

り，その区域

町は，芦屋市

三田市・宝塚

させるために

などで，日中

温が下がらな

こう呼ばれる

きるような，

単に植物が

でも特定の生

生態学的にみ

地，草地，雑

乳類などの動

味する Bio と

たドイツ語。 

のかん養，土

成するために

を受けなけれ

がある。 

水辺等の自

緑豊かな住

）を維持する

道府県知事が

ｈａ未満は市

築等一定の行

必要であり，

阪神間都市計

域のこと。 

市・西宮市・

塚市・猪名川

に道路に平面

中に蓄えた日

ない現象。等

る。  

特定の環境

あるだけの

生物が生息し

みても良好な

雑木林など，

動植物の生息

と「場所」を

土砂の流出や

に指定する森

れば立木を伐

自然豊かな土

住宅地等を含

るため，都市

が都市計画に

市町村決定。

行為について

都市の風致

 



を維持するた

しないものに

 

福祉のまちづ

すべての人

しく社会参加

たせる社会の

課せされた

齢社会を迎

に向け，高齢

民がいきい

に推進して

10月９日施

 

プロムナー

歩行者用の

きる空間。

 

歩行者優先道

車両の進入

することに

 

ポケットパー

 僅かなスペ

とするもの。

に設けられた

ープンスペー

ぎの空間とな

 

 

●マ行 

 

まちづくり 

本マスター

計画におけ

史や文化，人

暮らし方，そ

づくりなど，

て，みんなで

ために政令及

については不

づくり条例 

人々が，一人

加の機会を持

の構築こそ，

重大な責務で

えるに当たり

齢者や障がい

きと生活でき

いくために制

施行。 

ド 

の公共空間で

「遊歩廊」。

道路 

入を規制し，

より，歩行者

ーク 

ペースを利用

。また，最近

た小公園を指

ースの少ない

なる。 

ープランにお

る定義を踏ま

人と人とのつ

そして，地域

，芦屋づくり

で考えたまち

及び条例で定

不許可とされ

人の人間とし

持つことによ

人類の願い

であるため，

り，こころ豊

いのある人を

きる福祉のま

制定された条

で，散歩，回

 

また走行速

者の安全を確

用して都市環

近では，密集

指す場合もあ

い地域では，

おいては，第

まえて，まち

つながり，ま

域の課題解決

りに関わる全

ちの将来像を

定める基準に適

る。 

て尊重され，

り自己実現を

であり，我々

21 世紀の超

かな兵庫の実

含むすべての

ちづくりを強

条例。平成４

遊することが

速度の制限を強

確保した道路。

境を改善しよ

した住宅地の

る。都市部の

魅力的なくつ

４次芦屋市総

なみ，芦屋の

ちを大切にす

決のための仕組

全てのことにつ

市民と行政が

適合

等

を果

々に

超高

実現

の県

強力

４年

がで

強化

 

よう

の中

のオ

つろ

総合

の歴

する

組み

つい

が共

有し

組む

協働

活動

行動

 

まち

地

ため

とし

のま

べき

 

マリ

マ

かな

備え

ブハ

 

マリ

マ

の複

 

水と

 公

どの

面的

図る

 

緑の

 ま

方法

正な

的に

保全

 

緑の

 ま

とが

し，それぞれ

むこと。また

働だけでなく

動も含め，芦

動全体をいう

ちづくり協定

地区住民等の

め，芦屋市住

して平成 25 年

まちづくりに

き事項を定め

リーナ 

マリーナは，

な水域に，ヨ

えるとともに

ハウス，駐車

リーナ・コン

マリーナを中

複合施設が一

と緑のネット

公園・緑地の

の水辺環境の

的かつ線的に

ることをいう

の基本計画

まちの緑の将

法を示した計

な保全及び緑

に実施するた

全法に基づく

の保全地区

まちの美観風

が必要な区域

れの役割を果た

た，市民と市民

，市民一人一

芦屋をより良い

。 

定 

の多種多様な価

住みよいまちづ

年 1 月に施行

に関し，当該地

めるもの。 

防波堤等によ

ットやクルー

に，陸上には，

車場等の施設を

ンプレックス 

中心として，商

一体となった地

ワーク 

の整備を図ると

の回復を進める

に関連づけ，潤

。 

将来あるべき姿

計画。市町村が

緑化の推進に関

ために定めるこ

。 

風致上その緑の

域で，「芦屋市

たしながら継

民，市民と行

一人の行動や

いまちにして

価値観やニー

づくり条例に

行。地区住民

地域において

よって確保し

ーザーなどの

艇庫や修理

を有する複合

商業施設や業

地区。 

と同時に，河

ることにより

潤いのある環

姿と，それを

が都市におけ

関して，総合

ことができる

の環境を特に

市緑ゆたかな
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用語の説明

継続的に取り

行政の連携，

や行政による

ていくための

ーズに応える

に基づく制度

民自らが地域

て遵守される

した波の穏や

の保管施設を

理工場，クラ

合施設をいう。

業務施設など

河川や海辺な

り，水と緑を

環境づくりを

を実現させる

ける緑地の適

合的かつ計画

る。都市緑地

に保全するこ

な美しいまち

 

 

7 

 

。 
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用語の説明

づくり条例」

の木竹の伐採

があり，市長

ができる。 

 

緑のリサイク

毎年公園や

く破砕し，良

として再利用

 

緑ゆたかな美

この条例

り・住みよい

昭和 48年施

 

 

●ヤ行 

 

ユニバーサル

 子供や高齢

でもが，ま

可能なデザイ

る試み。 

 

用途地域 

 都市計画法

の土地の合理

ひいては都市

して建築物の

る制度。用途

二種低層住居

第二種中高層

種住居地域，

の地域があ

 

 

●ラ行 

 

 

明 

」に基づいて

採や宅地造成

長はそれに対

クル 

や街路樹から

良質な土壌改

用すること。

美しいまちづ

例は，緑のま

いまちづくり

施行，平成 11

ルデザイン

齢者，障がい

ちづくりや商

インをはじめ

法で定められ

理的利用を図

市生活の安定

の建築を用途

途地域は，第

居専用地域，

層住居専用地

，近隣商業地

る。 

て市長が指定

成などは市長

対して指導や

ら発生する剪

改良材やマル

 

づくり条例 

ちづくり・清

りを進めるた

1年３月 19日

（Universal 

いのある人か

商品のデザイ

めから取り入

れている地域

図り，市街地

定，都市機能

途及び容積な

第一種低層住

第一種中高

地域，第一種

地域，商業地

定する。区域内

に届け出る必

勧告を行うこ

定枝などを細

ルチング(被覆

清潔なまちづ

めに制定され

日全部改正。

Design）

ら健常者まで

ンに関し，利

入れておこうと

域地区で，都市

地の環境の整備

の向上を目的

どにより規制

居専用地域，

層住居専用地

種住居地域，第

地域など１２種

内で

必要

こと

細か

覆)材

づく

れた。

 

で誰

利用

とす

市内

備，

的と

制す

第

地域，

第二

種類

ライ

施

分ま

維持

ルコ

 

ライ

 ラ

と同

排出

ライ

生

職業

広い

 

ライ

都

道

の関

 

ラン

 都

 

緑化

 市

るこ

まち

内で

る。

ない

 

緑被

あ

のこ

 

リサ

資

止の

イフサイクル

施設等の企画

までにかかる

持管理費に費

コストが優れ

イフサイクル

ライフサイク

同様の考えで

出される生涯

イフスタイル

生活様式。衣

業・居住地の

い意味での生

イフライン

都市生活の維

・通信・輸送

関連で取り上

ンドマーク（

都市や地域の

化推進地区

市民の生活環

ことが必要な

ちづくり条例

では積極的に

芦屋市では

い。 

被率 

ある地域また

こと。 

サイクル 

資源として使

のために，不

ルコスト 

画設計から，建

生涯費用。建

費やす費用が高

れているとはい

ル二酸化炭素排

クルＣＯ2は，

で，建設，運用

涯二酸化炭素量

ル 

衣食住などの

の選択及び社会

生き方。  

維持に必要不可

送などを総称す

上げられる。 

（Landmark） 

の目印となる象

環境及びまちの

な区域で，「芦

例」に基づいて

に緑化を推進す

は，現段階での

たは地区におい

使うこと。資源

不用品や廃物を

建設，運用管

建設コストが

高ければ，ラ

いえない。 

排出量（LCCO

ライフサイ

用管理，廃棄

量。 

日常の暮らし

会のかかわり

可欠な，電気

する。多く，

象徴的な景観

の美感上緑化

芦屋市緑ゆた

て市長が指定

することが規

の区域指定は

いて，緑地の

源の節約や環

を再生して利

管理，廃棄処

が安価でも，

ライフサイク

O２） 

イクルコスト

棄処分までに

しから，娯楽

り方まで含む

気・ガス・水

地震対策と

観要素。 

化の推進を図

たかな美しい

定する。区域

規定されてい

は行われてい

の占める割合

環境汚染の防

利用すること。

 

楽，

む，

。 



リデュース 

ごみにな

みを減らし，

指す。具体的

品設計上の工

工程での歩留

発生を抑え

 

 

リフューズ 

不用なもの

く，簡易包装

 

リユース 

繰り返し使

形状で再使用

量の抑制に寄

させない効果

 

リペア 

修繕・修理

り，ユニッ

社会的寿命

できる。 

 

ロードプライ

 高速道路等

することに

たは迂回させ

 

六甲山系グ

六甲山系

地域の土砂災

緑豊かな都市

出を図るこ

ら山腹に至

業。 

 

 

るものを減ら

，使用済み製

的には，原材

工夫，製品の

留まりを上げ

ることができ

のは受け取ら

装や簡易梱包

使うこと。使

用（リユース

寄与するとと

果がある。 

理すること。

ト部品を交換

を長くし，ご

イジング 

等の有料道路

よって，市内

せるもの。 

リーンベルト

グリーンベル

災害に対する

市景観や自然

とを目的とし

る斜面に一連

らすこと。生

製品の発生量

材料使用量を

の寿命を長く

げることなど

きる。 

らないこと。

包に心がける

使用済みの製

ス）すること

ともに，環境

ユニット化

換することに

ごみの発生を

路において，

内に流入する

ト整備事業 

ルト整備事業

る安全性を高

然環境，緑地

して，市街地

連の防災樹林

産工程で出る

量を減らすこと

減らすような

すること，生

により，ごみ

過剰包装では

など。 

製品をそのまま

。廃棄物の排

境への負荷を生

による構成に

よって，製品

抑制すること

料金設定を調

交通量を抑制

は，表六甲山

めるとともに

地景観の保全，

地に接する山麓

林帯を形成する

るご

とを

な製

生産

みの

はな

まの

排出

生じ

によ

品の

とが

調整

制ま

山麓

に，

創

麓か

る事

●ワ

 

ワー

市

トな

作業

まち

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワ行 

ークショップ

市民が，公園

など様々な分

業を行うこと

ちづくりを進

プ 

園づくりや交通

分野で共同して

によって，市

進めること。 

通安全，地域

て研究・学習

市民の意見が
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域福祉イベン

習や意見交換，

が反映された

 

 

9 

 

，


